







































































  １ きめ細やかな指導で，基礎・基本や自ら学び考える力を身に付ける 
   少人数授業・習熟度別指導など，個に応じたきめ細かな指導の実施を推進し，基礎・
基本の確実な定着や自ら学び自ら考える力の育成を図る 
  ２ 発展的な学習で，一人一人の個性等に応じて子どもの力をより伸ばす 




  ３ 学ぶことの楽しさを体験させ，学習意欲を高める 
   総合的時間などを通じ，子どもたちが学ぶ楽しさを実感できる学校づくりを進め，
将来，子どもたちが新たな課題に創造的に取り組む力と意欲を身に付ける 
  ４ 学びの機会を充実し，学ぶ習慣を身に付ける 
   放課後の時間などを活用した補充的な学習や朝の読書などを推奨・支援するととも
に，適切な宿題や課題など家庭における学習の充実を図ることにより，子どもたちが
学ぶ習慣を身に付ける 
  ５ 確かな学力向上のための特色ある学校づくりを推進する 
































 １ 川口市の夏季補習授業と大学生学習支援員 


















  活動内容 小学校５年生の割り算，小学校６年の「分数の通分」・「分数のたし算ひき
算」，中学校１年生の「正負の計算」・「文字式の計算」，中学２年生の「文
字式の計算」・「方程式」・「連立方程式」を中心とした補充学習の支援 
  応募対象 (１) 学校教育に理解・意欲があり，教職を目指している大学生 
(２) ２日間出席できる方 
  募集人員 １５名程度 













































 長い 短い どちらでもない 
6 
 
３年生 ２ ２ ２ 
４年生 ７ ３ ４ 
５年生 ４ ６ ３ 
６年生 ４ ５ ４ 
合計数 １７ １６ １３ 
２サポートデイに参加して，勉強がよくわかるようになったか，まだ難しいと感じるか。 
 わかるようになった まだむずかしい どちらでもない 
３年生 ６ １ ０ 
４年生 ７ １ ５ 
５年生 １０ ２ ２ 
６年生 ７ ２ ３ 
合計数 ３０ ６ １０ 
３サポートデイの先生は，学習支援員の先生がいいか，クラス担任がいいか。 
 学習支援員がいい 担任がいい ※両方とも選択 
３年生 ５ ３  
４年生 ７ ３ ２ ※ 
５年生 １０ １  
６年生 ６ ６  
合計数 ２８ １３  
４サポートデイは，たのしいか，つまらないか。 
 たのしい つまらない どちらでもない 
３年生 ８ ０ ０ 
４年生 ５ ５ ３ 
５年生 ９ １ ３ 
６年生 ８ ０ ５ 
合計数 ３０ ６ １１ 
５サポートデイでの勉強のやり方は，どちらがいいですか。 
 一人でワークをする 皆で授業を受ける  
３年生 ６ ２  
４年生 ６ ７  
５年生 １ １２  
６年生 ６ ８  
合計数 １９ ２９  
６サポートデイで教えてくれる学習支援員は，次の中からだれがいいか。 
 大学生 高校生 中学生 友達の親 自分の親 
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３年生 ７ １ ０ ０ ０ 
４年生 ９ ２ ２ １ ０ 
５年生 １３ ０ ０ ０ ０ 
６年生 ９ ３ ０ ０ １ 
合計数 ３８ ６ ２ １ １ 
７サポートデイに参加するように言われて，どのように思いましたか。 
 いやだと思った がんばろうと思った 特に思わなかった 
３年生 １ ７ ０ 
４年生 ５ ７ ２ 
５年生 ４ ９ ０ 
６年生 ３ ９ １ 
合計数 １３ ３２ ３ 
８サポートデイでの勉強は，進みましたか。 
 大変進んだ あまり進まなかった  
３年生 ７ ０  
４年生 ９ ５  
５年生 １０ ３  
６年生 １２ １  
合計数 ３８ ９  
９サポートデイは，いつ行ってほしいですか。 
  夏休み ふだんの土曜日 平日の放課後 
３年生 ５ ３ ０ 
４年生 ９ ２ ３ 
５年生 ７ １ ５ 
６年生 ９ ２ ３ 

























































2000年 8位 1位 2位  
2003年 14位(12位) 6位(4位) 2位(2位) 4位(3位) 
2006年 15位(12位) 10位(6位) 6位(3位)  
2009年 8位(5位) 9位(4位) 5位(2位)  











 小学校 4年生 中学校 2年生 
算数 理科 数学 理科 
1995年 3位 567点 2位 553点 3位 581点 3位 554点 
1999年   5位 579点 4位 550点 
2003年 3位 565点 3位 543点 5位 570点 6位 552点 
2007年 4位 568点 4位 548点 5位 570点 3位 554点 
2011年 5位 585点 4位 559点 5位 570点 4位 558点 
 この表に見られる TIMSSの得点は，1995年調査における基準値(500点)からの変化を示


































































































(6)『内外教育』(2002年 10月 29日)，時事通信，6-7頁 
(7)『内外教育』(2002年 5月 31日)，時事通，6-7頁 








(14)「読解力回復，日本 8 位 低落傾向止まる 科学 5位，数学 9位 国際学力調査」『朝
日新聞』朝刊，一総合面，2010年 12月 8日 
(15)「国際数学・理科教育動向調査(TIMSS2011)のポイント」文部科学省ホームページより 
(16)前掲書によれば，TIMSS の習熟度別に 400 点未満，400 点以上，475 点以上，550 点
以上，625 以上の五段階で分類され，小学校の算数，理科では「2003 年調査以降，550 点
未満の割合が減少し，550点以上の割合が増加傾向」となっている。また，PISAの数学に
ついても，最低レベルであるレベル 1未満に位置する数は，2003年，2006年，2009年に
おいて 4.7％，3.9％，4.0％であり，OECD平均の 8.2%，7.7％，8.0％と比べて減少傾向に
ある。 
(17)前掲注(6) 
(18)大阪府，大阪市あるいは静岡県で，首長が，文部科学省の全国学力調査結果の学校別成
績を取り上げ，各学校間で競争をあおる発言を行っているが，川口市の「算数・数学寺子
屋」活動の趣旨にあった「他の学校の教員から学ぶ新鮮な交流をとおし，学力向上という
願いが，地域ぐるみ川口市ぐるみのものであることを伝えていく」というのとかけ離れた
ものであることがわかる。 
